
 
 

 

 

 

 

 

第２章 東条川二期地区（昭和池） 

 

押え盛土改修に関する検討 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

2.1 業務対象地区及び検討対象施設の概要 

 

(1) 地区概要 

本地区は、兵庫県南東部に位置し、三木市、小野市、加東市にまたがる 3,396ha の農業地

帯である。地区の西端に兵庫県最大の河川である加古川が南北に貫流しており、水稲、酒米

を中心に、水田の畑利用による小麦、大豆、野菜等を組み合わせた農業経営が展開されてい

る。雨が少なく温和な気候の瀬戸内気候区に属しており、年平均気温は 15.1℃、年平均降

水量は 1,301mm（三木地域気象観測所 2007 年～2016 年）となっている。 

本地区の営農は、水稲、酒米を中心に、水田の畑利用による麦、大豆、野菜等を組み合わ

せた農業経営が展開されており、キャベツ、たまねぎなどの高収益作物の拡大等による産地

収益力向上を目標としている。 

 

(2) 事業の概要 

 本事業では、老朽化が進行している施設の改修と併せて、水需要に対応した用水系統の見

直しを行い、これと一体的に、必要な耐震性を有していない施設の耐震化のための整備を行

うことにより、農業用水の安定供給、施設の維持管理の費用と労力の軽減及び国土資源の保

全を図り、農業生産性の向上及び農業経営の安定に資することを目的としている。  

 

(3) 対称施設の概要 

 昭和池は、兵庫県加東市上三草字三草山にあり、堤高 31.2ｍ、堤長 205.4ｍの遮水ゾーン

型のため池である。昭和８年３月に兵庫県が造成し、三草山山麓の三草川上流及びカラクニ

谷を堰き止めて作られたため池であり、三草川下流の旧滝野町と旧社町の一部の農地約

1000 町歩への灌漑用水源として築造された。 

昭和池は、大規模地震発生時に水位降下した場合に堤体上流側に円弧すべりが発生する

懸念があるため、耐震補強として堤体上流斜面の押え盛土を行うものであり、現況堤体の張

石を撤去後、押え盛土の基礎掘削（段切りを含む）、耐震補強盛土、斜面保護(大型張ブロッ

ク)の各種工事を計画している。 

工事実施期間は非かんがい期 10/1〜2/28 とし、3カ年に分けて施工する予定である。 
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2.2 外部技術者の選定 

外部技術者は、対象施設の課題等を踏まえ、フィルダム等の堤体盛土工事の経験及び施工

計画・仮設計画に係る専門的な知識を有する に所属する技術者から選定した。  

また、外部技術者は発注者と協議の上、最終決定した。 

 

 

 

表 2-1 外部技術者の選定（東条川二期地区） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

地区名等 
会社名・所属 

氏 名 
専門分野 推薦理由 備考 

 
東条川 
二期地区 

 
昭和池堤
体耐震補
強 
押え盛土 

 
 

 
 

 
 

   

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

   

 
 

 
 

 

 

 

 

2-2



 
 
 

 

2.3 施工計画等の検討に係る課題と留意点の整理 

 

(1) 貸与資料 

東条川二期地区に係る本業務の貸与資料は以下である。 

 

・報告書 ：令和２年度 全体実施設計「東条川二期地区」全体実施設計とりまとめ業務 

・報告書 ：令和３年度 東条川二期農業水利事業 昭和池他調査測量設計業務 

・完成図書：令和３年度 東条川二期農業水利事業 昭和池浸透水観測施設設置工事  

 

(2) 対象施設における検討内容の整理、課題の確認 

貸与資料より、課題等の整理を行った。 

 

・資機材の搬入路として堤体下流法面の管理用道路を利用し、堤体天端を経て上流側に

進入路を造る必要がある。 

・堤体下流法面上の道路の利用については、大型運搬車の通行が可能かどうか調査する

とともに、現状で不可能と判断された場合、道路の拡幅での対応の検討等に留意する

ことが必要である。 

・盛土材ほか資材が多量となることから、資機材搬入ルートの設定と併せて資材仮置き

ヤードの適地選定が必要である。 
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2.4 現地調査 

 

2.4.1 行程・出席者名簿 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

 東条川二期地区（昭和池） 現地調査  

 

開催日時 ：令和７年11月10日(月) 9：30～11：30 

 

行程 

1. JR新大阪駅集合(技術者) ・・・・・・・・・・・・・ 7：45 

2. JR新大阪駅～現地（車移動）  ・・・・・・・・・ 7：45～ 9：30 

3. 現地集合(農政局・コンサル) 

三草山 山口登山口駐車場 

・・・・・・・・・・・・・ 9：30 

4. 現地調査 ・・・・・・・・・ 9：30～11：30 

5. 現地解散 ・・・・・・・・・・・・・11：30 

6. 現地～JR新大阪駅（車移動） ・・・・・・・・・11：30～13：15 
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出席者名簿 

所 属 ・ 役 職 氏 名 

 

【外部技術者】 

 

 

【近畿農政局】 

東条川二期農業水利事業所 所長 

東条川二期農業水利事業所 次長 

東条川二期農業水利事業所 工事第一課長 

東条川二期農業水利事業所 設計係長 

東条川二期農業水利事業所 係員 

東条川二期農業水利事業所 係員 

土地改良技術事務所 企画情報課長 

土地改良技術事務所 システム運用係長 

土地改良技術事務所 技術情報係長 

 

【コンサルタント】 

  

  

 

【 】 

  

  

 

 

 

  

  

 

 

渡部  光紀 

丸山 鉄男 

久保田  明 

石田 将之 

鈴木 琢也 

髙岡  新 

渡井 弥周 

奥山 悠大 

菊本  勝 
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2.4.4 外部技術者の所見 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

 東条川二期地区（昭和池） 現地調査  

 

項目 所見 

堤体上流面の押え盛土 ・ため池内の下方に仮置場を、堤体上流面に工事用道路を 

１本配置する計画であるが、下方から盛土を施工する度 

に走路が使用不可になる。 

仮置き場を天端近辺に配置するや、ため池上流側に道路 

をもう１本造るように計画できないか。 

 ・C40を盛土材に使用するのであれば、道路はC40で造成、 

またはC40の上に造成することになる。 

C40の10%道路は、キャリアダンプであれば走行可能だ 

が、空車の10tダンプ等は走行が難しいと思われる。 

進入道路 ・盛土工の施工期間（11月～2月）によって、１日当りの材 

料搬入量・ダンプ台数が定まる。 

円滑な搬入のため、進入路途中での離合場所確認と誘導 

員配置を十分に検討する。 

 ・公道出入口では、安全のため、左折進入・左折退場が望 

ましい。 

 ・出入口は、水路が隣接しているが、拡幅（隅切り）は設 

置可能か。 
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